




















政
令
第
二
百
二
号

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
一
条
及
び
第
二
十
条
の
十
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

医
療
用
吸
引
器
を
用
い
て
鼻
腔
、
口
腔
又
は
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
か
ら
喀
痰
を
採
取
す
る
行
為

く

う

く

う

か

く

た

ん

第
八
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

内
視
鏡
用
生
検
鉗
子
を
用
い
て
消
化
管
の
病
変
部
位
の
組
織
の
一
部
を
採
取
す
る
行
為

か

ん

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



（
令
和
六
年
四
月
一
日
前
に
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
た
者
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

令
和
六
年
四
月
一
日
前
に
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
た
者
及
び
同
日
前
に
臨
床
検
査
技
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者

で
あ
っ
て
同
日
以
後
に
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
た
も
の
は
、
診
療
の
補
助
と
し
て
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第

八
条
の
二
第
二
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研

修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
前
項
に
規
定
す
る
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

病
院
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
を
い
う
。
）
又
は
診
療
所

（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
を
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
臨
床
検
査
技
師
の
う

ち
に
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が
い
る
場
合
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
者
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す

る
研
修
の
受
講
の
機
会
を
与
え
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

５

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文

○

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
検
体
採
取
）

（
検
体
採
取
）

第
八
条
の
二

法
第
十
一
条
の
検
体
採
取
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

第
八
条
の
二

法
第
十
一
条
の
検
体
採
取
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

（
略
）

一

鼻
腔
拭
い
液
、
鼻
腔
吸
引
液
、
咽
頭
拭
い
液
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

く
う

く
う

も
の
を
採
取
す
る
行
為

二

医
療
用
吸
引
器
を
用
い
て
鼻
腔
、
口
腔
又
は
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
か
ら
喀

（
新
設
）

く
う

く
う

か
く

痰
を
採
取
す
る
行
為

た
ん

三

（
略
）

二

表
皮
並
び
に
体
表
及
び
口
腔
の
粘
膜
を
採
取
す
る
行
為
（
生
検
の
た
め

く
う

に
こ
れ
ら
を
採
取
す
る
行
為
を
除
く
。
）

四

（
略
）

三

皮
膚
並
び
に
体
表
及
び
口
腔
の
粘
膜
の
病
変
部
位
の
膿
を
採
取
す
る
行

く
う

の
う

為

五

（
略
）

四

鱗
屑
、
痂
皮
そ
の
他
の
体
表
の
付
着
物
を
採
取
す
る
行
為

り
ん
せ
つ

か

六

（
略
）

五

綿
棒
を
用
い
て
肛
門
か
ら
糞
便
を
採
取
す
る
行
為

こ
う

ふ
ん

七

内
視
鏡
用
生
検
鉗
子
を
用
い
て
消
化
管
の
病
変
部
位
の
組
織
の
一
部
を

（
新
設
）

か
ん

採
取
す
る
行
為



政
令
第
二
百
三
号

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
第
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
シ
ャ
ン
ト
」
の
下
に
「
、
表
在
化
さ
れ
た
動
脈
若
し
く
は
表
在
静
脈
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を
受
け
た
者
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を
受
け
た
者
及
び
同
日
前
に
臨
床
工
学
技
士
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者

で
あ
っ
て
同
日
以
後
に
臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を
受
け
た
も
の
は
、
診
療
の
補
助
と
し
て
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
（
シ
ャ
ン
ト
へ
の
接
続
及
び
シ
ャ
ン
ト
か
ら
の
除
去
を
除
く
。
）
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、



あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
前
項
に
規
定
す
る
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

病
院
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
を
い
う
。
）
又
は
診
療
所

（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
を
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
臨
床
工
学
技
士
の
う

ち
に
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が
い
る
場
合
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
者
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す

る
研
修
の
受
講
の
機
会
を
与
え
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

５

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



- 1 -

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文

○

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
二
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
生
命
維
持
管
理
装
置
の
身
体
へ
の
接
続
等
）

（
生
命
維
持
管
理
装
置
の
身
体
へ
の
接
続
等
）

第
一
条

臨
床
工
学
技
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
政

第
一
条

臨
床
工
学
技
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
政

令
で
定
め
る
生
命
維
持
管
理
装
置
の
先
端
部
の
身
体
へ
の
接
続
又
は
身
体
か

令
で
定
め
る
生
命
維
持
管
理
装
置
の
先
端
部
の
身
体
へ
の
接
続
又
は
身
体
か

ら
の
除
去
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ら
の
除
去
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

人
工
呼
吸
装
置
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
、
鼻
カ
ニ
ュ
ー
レ
そ
の
他
の
先
端
部

の
身
体
へ
の
接
続
又
は
身
体
か
ら
の
除
去
（
気
管
へ
の
接
続
又
は
気
管
か

ら
の
除
去
に
あ
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
接
続
用
に
形
成
さ
れ
た
気
管
の
部

分
へ
の
接
続
又
は
当
該
部
分
か
ら
の
除
去
に
限
る
。
）

二

血
液
浄
化
装
置
の
穿
刺
針
そ
の
他
の
先
端
部
の
シ
ャ
ン
ト
、
表
在
化
さ

二

血
液
浄
化
装
置
の
穿
刺
針
そ
の
他
の
先
端
部
の
シ
ャ
ン
ト
へ
の
接
続
又

せ
ん

せ
ん

れ
た
動
脈
若
し
く
は
表
在
静
脈
へ
の
接
続
又
は
シ
ャ
ン
ト
、
表
在
化
さ
れ

は
シ
ャ
ン
ト
か
ら
の
除
去

た
動
脈
若
し
く
は
表
在
静
脈
か
ら
の
除
去

三

（
略
）

三

生
命
維
持
管
理
装
置
の
導
出
電
極
の
皮
膚
へ
の
接
続
又
は
皮
膚
か
ら
の

除
去
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○
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
九
号

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
診
療
放
射
線
技
師

法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
試
験
科
目
）

（
試
験
科
目
）

第
十
条

試
験
の
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
条

試
験
の
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
技
術
学

七

エ
ツ
ク
ス
線
撮
影
技
術
学

八
～
十
四

（
略
）

八
～
十
四

（
略
）

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
行
為
）

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
行
為
）

第
十
五
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
行

第
十
五
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
行

為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

静
脈
路
に
造
影
剤
注
入
装
置
を
接
続
す
る
行
為
、
造
影
剤
を
投
与
す
る

一

静
脈
路
に
造
影
剤
注
入
装
置
を
接
続
す
る
行
為
（
静
脈
路
確
保
の
た
め

た
め
に
当
該
造
影
剤
注
入
装
置
を
操
作
す
る
行
為
並
び
に
当
該
造
影
剤
の

の
も
の
を
除
く
。
）
、
造
影
剤
を
投
与
す
る
た
め
に
当
該
造
影
剤
注
入
装

投
与
が
終
了
し
た
後
に
抜
針
及
び
止
血
を
行
う
行
為

置
を
操
作
す
る
行
為
並
び
に
当
該
造
影
剤
の
投
与
が
終
了
し
た
後
に
抜
針

及
び
止
血
を
行
う
行
為

二

動
脈
路
に
造
影
剤
注
入
装
置
を
接
続
す
る
行
為
（
動
脈
路
確
保
の
た
め

（
新
設
）

の
も
の
を
除
く
。
）
及
び
造
影
剤
を
投
与
す
る
た
め
に
当
該
造
影
剤
注
入

装
置
を
操
作
す
る
行
為

三

核
医
学
検
査
の
た
め
に
静
脈
路
に
放
射
性
医
薬
品
を
投
与
す
る
た
め
の

（
新
設
）

装
置
を
接
続
す
る
行
為
、
当
該
放
射
性
医
薬
品
を
投
与
す
る
た
め
に
当
該

装
置
を
操
作
す
る
行
為
並
び
に
当
該
放
射
性
医
薬
品
の
投
与
が
終
了
し
た

後
に
抜
針
及
び
止
血
を
行
う
行
為

四

下
部
消
化
管
検
査
の
た
め
に
肛
門
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
行
為
、

二

下
部
消
化
管
検
査
の
た
め
に
肛
門
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
行
為
並

当
該
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
造
影
剤
及
び
空
気
を
注
入
す
る
行
為
並
び
に
当
該

び
に
当
該
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
造
影
剤
及
び
空
気
を
注
入
す
る
行
為

カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
造
影
剤
及
び
空
気
を
吸
引
す
る
行
為

五

（
略
）

三

（
略
）

六

上
部
消
化
管
検
査
の
た
め
に
鼻
腔
に
挿
入
さ
れ
た
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
造

（
新
設
）

影
剤
を
注
入
す
る
行
為
及
び
当
該
造
影
剤
の
注
入
が
終
了
し
た
後
に
当
該

カ
テ
ー
テ
ル
を
抜
去
す
る
行
為
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（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
検
査
）

（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
検
査
）

第
十
五
条
の
三

法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

第
十
五
条
の
三

法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

検
査
は
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
を
用
い

検
査
は
、
胸
部
エ
ツ
ク
ス
線
検
査
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
を
用
い

た
も
の
を
除
く
。
）
及
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
と
す
る
。

た
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
装
置
）

第
十
五
条
の
四

法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

装
置
は
、
超
音
波
診
断
装
置
と
す
る
。
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（
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
）

（
法
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
）

第
一
条
の
二

法
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
は
、
次

第
一
条
の
二

法
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
は
、
次

に
掲
げ
る
検
査
と
す
る
。

に
掲
げ
る
検
査
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

運
動
誘
発
電
位
検
査

（
新
設
）

六

体
性
感
覚
誘
発
電
位
検
査

（
新
設
）

七
～
十
二

（
略
）

五
～
十

（
略
）

十
三

持
続
皮
下
グ
ル
コ
ー
ス
検
査

（
新
設
）

十
四
～
二
十
一

（
略
）

十
一
～
十
八

（
略
）

二
十
二

直
腸
肛
門
機
能
検
査

（
新
設
）

（
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
行
為
）

第
十
条
の
二

法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
採
血
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
採
血
」
と

い
う
。
）
を
行
う
際
に
静
脈
路
を
確
保
し
、
当
該
静
脈
路
に
接
続
さ
れ
た

チ
ュ
ー
ブ
に
ヘ
パ
リ
ン
加
生
理
食
塩
水
を
充
填
す
る
行
為

二

採
血
を
行
う
際
に
静
脈
路
を
確
保
し
、
当
該
静
脈
路
に
点
滴
装
置
を
接

続
す
る
行
為
（
電
解
質
輸
液
の
点
滴
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。

）
三

採
血
を
行
う
際
に
静
脈
路
を
確
保
し
、
当
該
静
脈
路
に
血
液
成
分
採
血

装
置
を
接
続
す
る
行
為
、
当
該
血
液
成
分
採
血
装
置
を
操
作
す
る
行
為
並

び
に
当
該
血
液
成
分
採
血
装
置
の
操
作
が
終
了
し
た
後
に
抜
針
及
び
止
血

を
行
う
行
為

四

超
音
波
検
査
の
た
め
に
静
脈
路
に
造
影
剤
注
入
装
置
を
接
続
す
る
行
為

、
造
影
剤
を
投
与
す
る
た
め
に
当
該
造
影
剤
注
入
装
置
を
操
作
す
る
行
為

並
び
に
当
該
造
影
剤
の
投
与
が
終
了
し
た
後
に
抜
針
及
び
止
血
を
行
う
行
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為
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（
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
一
章
～
第
三
章

（
略
）

第
四
章

業
務
（
第
三
十
一
条
の
二
・
第
三
十
二
条
）

第
四
章

業
務
（
第
三
十
二
条
）

附
則

附
則

第
四
章

業
務

第
四
章

業
務

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
用
の
装
置
の
操

作
）

第
三
十
一
条
の
二

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療

（
新
設
）

用
の
装
置
の
操
作
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

手
術
室
又
は
集
中
治
療
室
で
生
命
維
持
管
理
装
置
を
用
い
て
行
う
治
療

に
お
け
る
静
脈
路
へ
の
輸
液
ポ
ン
プ
又
は
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の
接
続
、
薬

剤
を
投
与
す
る
た
め
の
当
該
輸
液
ポ
ン
プ
又
は
当
該
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の

操
作
並
び
に
当
該
薬
剤
の
投
与
が
終
了
し
た
後
の
抜
針
及
び
止
血

二

生
命
維
持
管
理
装
置
を
用
い
て
行
う
心
臓
又
は
血
管
に
係
る
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
に
お
け
る
身
体
に
電
気
的
刺
激
を
負
荷
す
る
た
め
の
装
置
の
操
作

三

手
術
室
で
生
命
維
持
管
理
装
置
を
用
い
て
行
う
鏡
視
下
手
術
に
お
け
る

体
内
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
内
視
鏡
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
保
持
及
び
手
術
野

に
対
す
る
視
野
を
確
保
す
る
た
め
の
当
該
内
視
鏡
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
操

作
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
三
号

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
九
号
）
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
は
、
同
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
診

療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
放
射
線
の
人
体
に
対
す
る

照
射
（
放
射
性
同
位
元
素
（
そ
の
化
合
物
及
び
放
射
性
同
位
元
素
又
は
そ
の
化
合
物
の
含
有
物
を
含
む
。
）
を
人
体
内

に
挿
入
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
で
あ
っ
て
、
公
益
社
団
法
人

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。



○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
四
号

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
九
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
は
、
同
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
臨

床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
行
為
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
で
あ
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
臨

床
衛
生
検
査
技
師
会
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。



○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
五
号

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
九
号
）
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
十
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
は
、
同
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
用
の
装
置
の
操
作
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
で
あ
っ
て
、
公
益
社
団
法
人
日

本
臨
床
工
学
技
士
会
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。



○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
二
百
二
号
）
附
則
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
研
修

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
研
修
は
、
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二

百
二
十
六
号
）
第
八
条
の
二
第
二
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修

で
あ
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。



○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
七
号

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
二
百
三
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
七
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
研
修

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
研

修
は
、
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
二
十
一
号
）
第
一
条
第
二
号
に
掲

げ
る
行
為
（
シ
ャ
ン
ト
へ
の
接
続
及
び
シ
ャ
ン
ト
か
ら
の
除
去
を
除
く
。
）
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た

め
の
研
修
で
あ
っ
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本
臨
床
工
学
技
士
会
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
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